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フォトダイオード用トランス
インピーダンス・アンプの周波
数特性をブロック線図で考える
【その4】ブロック線図でTIAの周波
数特性を考える
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Agenda

►【準備その1】非反転アンプをブロック線図で考える

►【準備その2】反転アンプをブロック線図で考える

►TIAをブロック線図で考える

▪ TIA = トランスインピーダンス・アンプ（電流電圧変換アンプ）

►ブロック線図でTIAの周波数特性を考える
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TIA基本回路
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𝐴(𝑠)

補償容量 Compensation capacitorは無視しています



A(s)が十分大きいときの電圧電流変換特性
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𝐼𝐷 𝑉𝐼

Analog Devices Proprietary Information ©

𝑉𝑂𝑈𝑇
𝑉𝐼

=
𝐴 𝑠

1 + 𝐴 𝑠 𝛽

補償容量 Compensation capacitorは無視しています



書画カメラ

►数式展開は別資料をご覧ください
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OPアンプの周波数特性A(s)を考慮しないときの
ノイズゲイン
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高い周波数でノイズ・ゲイン
が上昇する。これにより帯
域幅が制限される

𝐼𝐷 𝑉𝐼
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OPアンプの周波数特性A(s)を考慮しないときの
ノイズゲイン
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𝑮𝑵𝑮

1

2𝜋𝐶𝐽𝑅𝐹
2.6kHz
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𝑅𝐹

𝐶𝐽

𝐼𝐷
𝑉𝐼



実際のノイズゲインとTIAの変換特性低下周波数
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変換特性低下
周波数

72.4kHz

𝑨𝑶𝑳
AD824

𝑻𝑳𝑷

𝑮𝑵𝑮−𝒂𝒄𝒕

𝑮𝑵𝑮
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ループゲイン

AD824

オープンルー
プゲイン



一般的な増幅回路の周波数特性

ゲイン
dB

周波数

ゲイン
dB

周波数

クローズド
ループゲイン

A

B

C

オープンループゲイン クローズドループゲイン

GB積GB積

11

ループゲイン

オープンルー
プゲイン

変換特性低下
周波数
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まとめ

►TIAは低域からノイズゲインが上昇する

►オープンループゲインと交差したところで回路の遮断周
波数が決定する

►ノイズゲイン上昇により遮断周波数の位置が低下する
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